
 私は、４人兄姉の末っ子で豊間で生まれ、釣りや泳ぎなど自然の

中での自由な環境で育ちました。 

現在は山田町下堀ノ内で両親（下山田）とともに暮らしています。 

 私は、みんなが喜ぶ笑顔を見ることが大好きで、おみこしボランテ

アや子ども会の役員をやり、施設慰問・訪問などのボランテァ活動

をしてきました。 

 共産党が困っている人の支援や地域の役に立って頑張っている姿

を見て、県会議員の宮川えみ子さんに誘われ共産党の活動に加わ

る事ができました。 

 今、自民党政治の下で、農業では食えなくな

り、耕作放棄地が広がり、若い人の給料も安く、

結婚して子育てをするのも大変です。 

 子どもを大切にし、お年寄りが安心して暮らせ

る市政が求められています。 

皆さんの声を市政に届け、暮らしを応援する市

政を目指して頑張ります。 

 四家さんの市議会への挑戦をしっかり支えます。 

四家さんは誠実で行動力があり、そして庶民目線です。みんなの笑顔を見るのが 

大好きというように、ボランテァ精神もいっぱいです。 

 きっと皆さんの要望をしっかり受け止め、その声を議会に反映してくれると思 

います。大きなご支援ご協力を心からお願いいたします。私も全力で頑張ります。 

                               県議 宮川えみ子 
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◆ 若者が住みやすいいわき市に 

● 若い世代がいわき市内で暮らす場合に、 

月額４万円の家賃補助を 

● 最低賃金をただちに時給1500円に 

◆ 子育てしやすいいわき市に 

● 全ての子どもに学校給食の 

無償化を 

● 学童保育の拡充を 

● 学校体育館にエアコンの設置を 

● 保育士や教職員をふやし、豊かな保育・

教育を 

● 保育所、幼稚園、こども園の無償化を 

● 給付型奨学金の拡充を 

◆ お年寄りの生活の足を確保 

● 高齢者に、シルバーパスやタクシー利用

の補助制度を 

● ペタル踏み間違い防止装置設置に補助 

◆ 安心できる医療体制の充実 

● 医師や看護師の確保を 

● 国保税の引き下げ、 

補聴器購入費用の助成を 

◆ 介護が安心できるいわき市に 

● 介護従事者の待遇改善を 

● 特養ホームを増設し、待機者の解消を 

◆ 生活に欠かせないバス路線を復活 

 

 

◆ 住民参加で再生可能のエネルギー 

● 地域の産業、農林水産業の後継者の支援を 

● メガソーラー、風力発電事業等は地域住民 

参加と合意を基に進め、土石流の危険地域 

などは計画中止を 

● 原発ゼロ、処理水の海洋放出は中止を 

◆ 農業に支援を 

● 農業を基幹産業として、家族経営型農業への 

支援強化を 

● 米の価格保証、所得補償を 

◆ 災害に強い町づくり 

● 鮫川、山田川、天神川、蛭田川、夏井川、藤原

川等の河川改修を進め、内水氾濫対策を 

● 災害避難所の改善を 

◆ ジェンダー平等の社会を 

● 意思決定プロセスに女性の登用を 
● 女性の低賃金、低年金の解消を 
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街頭からの訴え 
宮川県議と四家ともゆきさん 


